






































ロン「賞罰」 115;プルタルコス「道徳論集j llO5A)2。 この用語は七十人訳聖
書において， ユダヤを離れ異邦人の間に暮らす状況（申28： 25；エレ15： 7；
41 ： 17；ダニ12: 2;ユディ5: 19),または,離散のユダヤの民を指す術語とし
て使用されるようになり（申30§ 4； イザ49： 6；詩146: 2;ネヘ1 : 9; ソロ
詩8: 28; 9: 2; IIマカl : 27),以後の使用法を方向付けた（ヤコlll; I'f






第一の用法において， この名詞はとl' 6Laon●"(｢離散において」申28: 25; az
レ15: 7), または,"56L"onop[i''(｢離散へ｣エレ41 : 17;ダニ12: 2), または，
tKてfl56Lc(0TropdE(｢離散から」ユデイ5: 19)といった前置詞句の中で使用される。
第二の用法においてこの名詞は属格の修飾語を伴ってfl6L"wopiIToc 'I."iA
2 BaucrAla]1d, 378;WCvanUnnik, ""S(J/bs伽超パ/""{/"/s f/(7 ノ""IM;ﾙ“
、"“""/ (Leidel] : BI･i l l, 1993)7388を参照。
3KLSchmidt, ##6L"Topj,'' 7ｿJ 1,しNT398 102;D, SM11ger, ! &6L"woPd,..EⅡWTl
7‘i9751 ；AStL1ibCr. ‘‘Diasp〔)ra,，，尺4C3.972-82を参照。
4 J. l)a11, ''I)iasI)[)ra."/fGG'1.829
2(）
初期ユダヤ教におけるデイアスボラ
(イザ49： 6；詩146: 2;ネヘ1 : 9; ソロ詩8: 28; 9: 2), または, (｢あなた
i61"onopctooUの離散の民」申30: 4), または, h6[ao打opkiu(bu (｢あなた方の
離散の民」ネヘ1 ： 9；Ⅲマカl : 27)のような使い方がなされる。
七十人訳聖書において6L"Topciに対応するヘブライ語は様々で一定してい
ない。 6L"TTop(iという名詞表現に対して， 申30: 4では1，可）という動詞表現
(｢あなたを追放する｣)が対応している。しかし，申28： 25；エレ41 : 17では，
名詞6LcMUTTopciにヘブライ語名詞両w' (｢震え｣,「恐怖｣)が対応している。しかし，
イザ49＄ 6では, h6L"'Topdroo 'Iop[MTi入に阜臆司郵､ ､司引動という名詞句（｢イスラエ
ルの保たれた者たち｣）が対応している。
このことは, dTTOLK("(ネヘ7: 6;エレ36: 4,22,31)や, IKTOLKEOkI (王下24:


















ハボル，ハラ， ゴサン川地域に分散して居住させた（王下15: 29;代下5: 6,
26;ANET284)。その後，アッシリア王シャルマナセルは， イスラエルに侵攻
して首都のサマリアを破壊し,イスラエル人を捕らえてアッシリアに連れ去り，













地にあって行われている （エゼl : 1 3)｡
前587年にネブカドネツアルは，反抗の姿勢を見せたゼテキヤに対する懲罰
として軍事侵攻を行い，神殿もろともにエルサレムを破壊してゼテキヤ王と都
の住民たちをバビロンに連れ去った（王下25: 121 ;エレ52: 29)。前582年
には， ネブカドネツァルが立てたユダヤ総督ゲダリヤがユダヤ人兵士たちに





16-43: 7)。彼らはミグドル， タフパンヘス， メンフイス，及び上エジプト地方
に住み（エレ44: 1),預言者エレミヤはタフパンヘスにあって，エジプトの地
と，移住したユダヤ人たちに対する預言活動を行い，厳しい裁きの言葉を語っ
た(エレ43: 8-13; 44: 1 30)。他方，総督ゲダリヤ殺害の報復として，バビロ
ニアの親衛隊長ネブダルアザンは，ユダの地に残っていたユダの住民たちの多











代誌j 11.3; 18.310-313)。その後， アタルクセス王の時代には，祭司かつ律法
学者であるエズラとその一行がバビロニアからエルサレムに帰還し，厳格に律
法を守る生活を勧めた(エズ7： 1－8： 36)。しかし， この時も帰還者は捕囚の民
の一部であり，バビロニアには以後もユダヤ人共同体が存続し （ヨセフス『ユ
ダヤ古代誌」 15-14, 39; フイロン「ガイウスj 282),ペルシア時代やヘレニズ
ム時代を遙かに超えて中世に到るまでユダヤ教研究と実践の拠点の一つであり
続ける6．























1083;M. Stem" "'TheJewishDiasPora, '' in7ｿ"/W{'/sル庇”ルルJ 〃舵FY（／
C("/"ﾉ]' (以後，ノPFCと略記; 2vDIs; ed.SSafrai /M, Stem(Assen:Van
Gorcum; Philadelphia! PA: Fortress,1974-1976) l.171179.
7AC()wleyAj汀""rRJp"7qf""鰯"〃Cど卸"ｲﾊ! (Oxf(Jrd:Clarend(m, 1923) ;B
Porten/J.C~Greenneld, _/m"q/E/"〃α"""f〃"dAﾉﾏ""""s(1/SI,""(Jerusaiem;
HebrewUniversityPress, 1974) 9098を参照。
8 V.Tcherikover,Hc//c"""EC〃"坤加〃f'wf//ﾙ42火加S (Phi ladelphia:TheJewiSh
PLlblicatiol1SDcietvGfAmerica､ 1959) 272273
9 Tcherikovef330334; j.Barclay,ノα"/" //jf』〃f](f"["1？"""D/"ﾌﾌ(ﾌﾉ裡r βw〃
A/EM"""･ fOTﾉ打此"z (~3a3BcE117") (Edinburgh:T&TClark, 1996) 2030:








Ⅱマカ4： 3238) 1 1．他方，セレウコス朝のアンテイオコス三世は， メソポタミ
アやバビロン地方のユダヤ人二○○○人を小アジアのリュディアやフリギアヘ














ll Sch(1rer, 3.13;C~H.Kraeling"TheJewishCommunity inAntiDch,''〃辻51
(1932) 130-160; Stem, 138 139.
12 ヨセフスは，セレウゴスー世ニカ|､－ルが，シリフ'や小アジアに新たに建設した緒都
市とその周辺にユダヤ人を僻兵として多数移住させ．ギリシア人と同等の市民権を
付与したとしている （ヨセフス「7'ピオンj 2.39; 「占代誌」 12119; 「戦記」 7.110)｡
しかし， このことは裏付ける他の証拠がないために，史実性が疑われている。Tcheri ､
kCvCr, 328329; I>.RTrebilCo,/(wI/3/JCD"""I"""“ノ〃As/"A""｡ﾉ' (DSN"l､SSM
69; Cambridge:UnivETsityPr心鈴, 1991) 168を参照。

























14 HJ.Leo]1,Tﾙr_/rr"(1/-ル『〔た"/R()7"暉 (Updatededition; I>eabody,MA:Hen
dri[ksOn, 1995) 5 10.
I5 SchUrer､ 3.117118. これに対して,T.Rajak, ' #ARomanChartcrfo'･ theJew?, ''
inidem-, 7恥ノ"'is/1D/"/flgJ"ILI"/lGﾉで“ど”"側凡ﾉ"zc (Leidell : Brill, 2001) 313
は， この勅令が妥当する範囲が小アジアの都市に限られるとしている。
















れている（シビュラ3.271 ナ ヨセフス「古代誌』14.115; I戦記｣2.398; 7.43; フイ
ロンiガイウス』281-284) ｣儲。使徒言行録によれば，五旬節の祭に参加するため
にエルサレムにやって来たユダヤ人の出身地は，ユダヤ以外では，パルティア，
メディア，エラム， メソポタミア， カッパドキア， ポントス， アジア， フリギ






















17), その司たち(iipxo''て")によって指導されている （ヨセフス『戦記」 7.47 ;
フイロン「フラックス1 78,80, 117)22･ローマのゲルーシア(YEpOUoi(I)は，ゲ
ルーシア長(YfpoUoLdpXng)によって指導されていたことが碑文資料によって知




神の裁きを語る文脈においてしばしば言及される(申28§ 25；エレ15： 7； 41 ：
17;ダニ12: 2)。他方，そうした理解の裏返しとして回復の希望を語る箇所で
は，離散した民がイスラエルにおいて再び集められることが神の憐れみの行為
































































とを前提に，それらを拝むことを強く戒め,非難している（申6: 14; 7: 16; 8:
19; 28: 36; 32: 16 17他)。
捕囚期のバビロンで活躍した第二イザヤは主以外の神は存在しないことを繰
り返し述べている（イザ43: 1() ; 45: 5; , 14-25; 46: 9)25．第二イザヤによれ
ば，ヤハウェは「わたしである。わたしの前に神は創られず，わたしの後に存
在しない」 と述べる （イザ43: 10)。 さらに, 45: 5は， 「私は主，他にはいな






た工作物に過ぎないからである （イザ45： 20； 46： 57)。人間が石や木から
25 Lang,B・ ' 'Zul･E[1tstehung[1"biblischcnMunotheismus, ''T/JQl66 (1986) 135
142;G.v()II,Rad, 77z"/("(J </fsA//E"7齢〃"""r$ (2Bilnde:Munchen:Kaiser,
























26 LI.Leville" "Jewishldentities inAntiquity:An lntr(Jduction,"/"'/s/J /ff(]"""“
〃『 ‘4""ｳﾉ"' (FS~M~StemiL､1.Livine/D.R,Schwartz; 1､ubingen:MUhr,2009)
15 16, 26,
27 ．1､cherikQvc]･, 347､
28 T. IRajak, "Judaismal1dHellenismReviSited,"inidem. , 7γ〃ﾉLwIJS/JD/"/""f""ri
尺｡""f S"ｨ"/('sf ノ〃 c"""γ(」 〃ﾉJS"i"/ J"/ﾋﾉ抑[･"[)" (以下, D"I/囎"〔#と略記）
(Leideni ljri l l, 20()l) 4.









テアス139； シビユラ3: 11-16; ヨセフとアセナテll : 7-1() ; 12: 51 ; ヨセ
フス1.古代誌~1 4.201 ; 5.112; 8.335; 18.257259; 「アピオン1 1.2242251 2.66,
85-86； フイロンI十戒総論｣64； 「十戒各論｣2.164-165; iモーセの生涯』2.193








ては非難された（ヨセフス i.古代誌」 3.179; 19.290; 「アピオン.1 2.79､ 89, 96,





Schurer, 3.139 141 ; 'I､Cherikover, 354357; val'Unnik, 5356.
Bal､clay, 13818() ; !i30434,
1､cherikovGI･, 364 365; l)elling, 15 16iT.Rajak, ~~ThcjewishC()mmllI1ityand





















続けた(I1マカ3: 12; 5: 19; 111マカ2: 9, 16; ヨセフスI~古代誌.15.112; I7
ピオン」2.79, 193; フイロン1.アブラハムの移住192; iガイウス.1 212,290)34｡
エルサレムはデイアスポラのユダヤ人にとって，神が選んだ(II1マカ2: 9),聖
なる都であり （Ⅱマカl : 12; 3: 1 ; 9: 14; 15: 14;皿マカ6: 5; ソロ詩8:
4)，母なる都（フイロンIフラックス』 46； 『ガイウス」 281)であった。ディ
アスポラのユダヤ人達は, 70年にローマ軍によってエルサレムの神殿が破壊さ
れる以前は，神殿を支えるために神殿税をそれぞれの共|司体で集めてエルサレ
ムへ毎年送っていた（ヨセフス「古代誌j14.112 113; 16.171 ; 18.312-313; フイ





/(wIs〃"ビル‘品)"Ⅳ？〃品f/!ロ加"J舟)"Jpgl' /DD/p[､/4'/""ノ (2n｢! e(1. I I､ei(len: Brill"
l981) 123 12~1
34 SI).Fraade､ ~&'I､hETempleasaMarkerofJewishldentitybef()reandaftcr7{IC.
E.,' 'ノ“ｿ部ﾙ/f/(ﾉ"""[/s /" ｣4""V"ﾉか(FS_M.Sten' ; ed.LLLCvi]1C/DRSChWar-
(z ITubingc'' :M()hr, 21)09) 237266.
35 Schlircr, 3. 1!17 1&18i '1,.Rajak, "I)iaspDra, '' RGC41.827;Trebiko, 16~ 39; BaF














7.4445; 16.164; 7 153； 「戦記』2.495;フイロン「フラックス」45-48,55; 「ガ
イウス」 132, 137, 156; 『バビロニア・タルムード』 「スッカ」51b;CIJl.282,
301, 318, 319, 343, 368, 383, 390, 425, 433, 504, 508, 509, 510, 537,548)。シナ
ゴーグは安息日礼拝が行われる祈りの場（叩oofUx'1)とも呼ばれ（ヨセフス『古
代誌」 14.258；使16: 13, 18),ユダヤ人達が律法について学ぶ場であった（ヨ
セフス「古代誌」 16.43リ 『アピオン」 2.175; フイロン『世界の創造」 128; 「律
法各論』2．62； 「ガイウス」 156)。使徒言行録によると，パウロの第一回宣教旅
行では，小アジア中央部のピシディアのアンティオキアや（使13: 13-52), f
コニオンや(14: 1-7), リストラにも(14: 820), シナゴーグを持ったユダヤ
人共同体が存在しており，パウロは安息日礼拝で説教を試みている。同様に，第
二宣教旅行の際にも彼は， フイリピ (16: 13, 16), テサロニケ(17: 1),ベレ










15, 41 50; I1マカ6: 1 11 ; 1Vマカ4: 26)。 しかし，敬度なユダヤ人達のグ
ループは，ギリシア人の生活文化を採用することをせず，飽くまでもヤハウェ
の与えた契約に忠実に歩み，父祖達の伝えた律法の戒めに従った生活を貫いた




ス『歴史」 16.39.1,4;ディオ・クリュソストム『演説集』67.14; 68.1 ; POxyI1.
335; IX.1189.9; 1205.7他)39．デイアスポラのユダヤ人著述家たちは自らの同
胞を呼ぶに当たって'16p"nA(TnE (複数形.Io"nALT"L)を用いる一方で（ヨセフス
｢古代誌j 3.189; 9.20; 11．146; ヨハ1 : 47;ロマ9: 4; 11 : 2 ; 11コリ11 :
22)40,通称の'IOU6UiOLをしばしば用いた(Iマカ8: 20,23,25,27; 10: 25,29;
15: 1, 2; ヨセフス「古代誌」 2.29; 14.91 ; 15.39; 『アピオン」 1.179, 229;マ
タ2: 2; 27: 11, 29.37; 28: 15; ロマ1 : 16; 2: 9, 10, 17,28, 19; 3: 1,9, 29
37 L.JacobS '､JudaiSm, ''"10.383384; SI).Fraade, #&PaleStinianJudaism,"ABD
3.lO54iJ.W~Aageson, ~:Judaizing,''ABD3~1089;M. Hengel, ノ"d"""f 〃"‘
〃c"c"応ﾉ""s (2.Aufl・ iWUNT10;TUbingen:Mohr, 1973) 2.
38 Barclay, 399444. (B.)
39 BauerAland, 769i lI_Kuhli , ## "Iou6<LI05 ,''EWIVT2.472482;K.G.Kuhn, *# 'I叩αiハ
Kr入 (B.),''"JIIWT3.360-361iW.Gutbrod, ､､TopuiAKT入 (D) , '' 7ｿzWWT3.370
373； I).RSchwartz. ‘‘ ‘Judeal1' or ‘Jew，？ H(〕wsh〔)uldwetranslateioudai〔)sin
JDsephus, ' ' in/EM/sル"""t)' j〃〃花Gノゼ"RO加即J N'bγ"(edJ.Freyetal. ;
Leiden: Brill, 2007) 3-28.
40 BauerAland, 773;H.Kuhli, $､､Iou6['Io5,''EIIWT2.5015()4 ;KG.Kuhn, "'IDpaiA




他)4!･他方, 'IoU6cmogは形容詞としても用いられた(Iマカ2: 23; 14: 33; ヨ
セフス「古代誌」 10.265)42。
この'IOU6[I1OEから派生したのが動詞'IoU6cIt<いであり （ヨセフス「戦記｣2.454,





誉を重んじて雄々しく戦った人々」 ; 8: 1Tobgu印El′TIK6T"f!'T(p 'IoU6"o岬「ユ
ダヤ教に留まった人々」 ; 14 : 38 K[Miu(DIL[MKEMi !IuXh!》 も唯proC 'IoU6cII叩｡O




る (CIJ 1.537: Kα入“βしuj""f''て(plOU5邸叩(p 「ユタ､ヤ教において良い生活を
送った」 ;C1J1.694:wo入そLTfUD(il'fしogTdOα"T0AELて喧虹,↓ KⅨTitb'' 'IO'J6cI.[叩6〃 「ユダ
41 G~Kuhn, "Io"iAKTA (B) , '' 刀ﾙ1'ⅣT 3.361 1W・Gutbrcd､ ! ! IuPcmAKTﾉ" (1).) ､ ''
7ｿﾙIW73.373374. 異邦人のユダヤ教改宗者が‘IoU6cnogまたは､IoL,6qi劇と呼ばれ
ることがあることについいては,RS.Kraemer, "!On theMeaningof the 'I,Erm
' 'Jew' ' inGraecoRomanlnscripticnS''"TAR82 (1989) 35-53; idem~, :~Jewish
Tuna andChristian Fish: IdentifyingReligiousAfnliation inEpigraphic
SourC", ' ~"7ｿzR84 (1991) 144156~158を参照。尚, 10UMIC↓は「ユダヤ民族」や
「ユタ．ヤ教徒」という意味の他に， 「ユダヤ地方に住む者たち」という意味もある。 こ
の点については,M・LDwe,"WhDwerethe 'IouMICL?,'､八JOI'7X]srl8(1976) 101-130;
idem､ ! : : 'IouMIoL oftheApQcrypha.',Ⅳ”鯉唖23 （1981） 5690を参照。
42 BauerAland, 769;H.K11hli, '~'IouMIoE,''EWIVT2.474.
43 Bauer･Aland, 768769iHKuhli;l10uMIo5,''EI|IW7､2.471 ;K~G.Kuhn, "10pui)@
K看入 (B) , '' 7ﾙⅡW73.360-361 ;W.Gutbrud, ､､1op"iAKTA (D.) ,'' 77IIWVT3.385.
44 BauerAland, 769;HKuhli, ## 'IDu6d1oE~ '' EMWT 2.472482 ;W.GutbrDd,
“.I｡"iiAKr入 (D.),"Tﾙ1|IWT3.370373iY・Amir､ *!TheTermlDudaismos:A















マカ2: 2941 ; IIマカ15: 1-5; ヨセフスI古代誌j 12.274; 14.226, 264; 16~
167 168; I戦記」 1.146; 2.147; 「アピオン」1.209;フイロンI律法各論12.260;
Iアブラハムの移住.18993; 『モーセの生涯j2.213; 「フラツクス.111,96)4,。例
えば，帝政ローマ期の小アジアに住むユダヤ人たちは，安息日に武器を取るこ
この碑文の本文は, jBFr(}MC【刀か耐 /"s("p“"""r /"f/"/[~"J7"" (R()']'c:
Pu[11i lical lIIsIil''(cuIChristianArchaeolGgy, 1936; reprint,NewY()rk:Kla'' ､
1975) に依拠してL ､ろ。 この碑文の解釈については, H. Liet2man11, ､#N()tizen,
ZJVII' 33 (1933) 9394 ;M.Hengel ､ "DieSynagogeninsChriflvonS(()bi,''Z』ⅥI‘′




M.Simon, '~I)as I'roblcmdcrjudischenldentitiit i'1de!･Litcrillllr(IcHjiidi鱗にhen
HcllenismL1H, ''K"〃"N 3(1 (I988/89) 4] 52;EP.SandErs,/ﾉ"〃村"' f /』川(F""&
＆'"〔'／‘ｿ〃"66<W(I"0ndDI] : SCM; PhiladcIPhia : "l､rinity, 1992) 1722 iLH.
Feldman, /I'J{! <I- (ff'""/(y /〃〃肥A"<･/(w/ ⅡIb〃[/ (Princc1()I]､ NJ : I'rincctI)]1
Uni''じrHity Prcsa 1993) 153 171} :Barclay, 428-442 ; J. l_eDI]hardtBalzer,
"~jewishWorshipalldUniversal ldentilyinPhiloolAlexalldria,"/cIwM"['""ﾊ’
〃r〃ﾉ(ﾉGﾉでαﾉ〃("""〃Ⅱ1"/if (cd.1.Frevetal; LEiden: Brill,2(107) *11) 41.
(i.1)elling, 〃八） β"ｨ~""題""g f/fﾘ. D""0，鰡""""("！ ‘内"[･/ノ 故イパ ル(//(､"/s//sL･ﾙ［


























異な目で見られた（ヨセフス「アピオン｣1.171 ; 2.137;タキトゥス「歴史｣5.5.2 ;
ユベナリス「風刺詩」 14, 96-104；ストラポン「地誌」 16~2.37;スエトニウス
iローマ皇帝伝l 「ドミテイアヌス」12.2；デイオドロス・シクーロス「歴史叢書」
1.55)。しかし，敬農なユダヤ人には永遠の契約のしるしとして決して放棄すべ
き事とは考えられなかった（エステル8: 17; Iマカl : 6061 ; 1Vマカ4: 25;

















(｡06o'jiLE''oLtb'》 9暗6'' ;"66IKI'oLTb''ef6'jg)｣ (使10: 2,22,351 13: 6), または，
｢敬戻な者たち (efooE陣唱)」 （ヨセフス「古代誌」 14.110; 20.24,41, 195) とし
て一定の評価を与えていた50。しかし，改宗者(叩ociiAUToLフィロン｢十戒各論」
1.51-53;CIJl.21, 68, 202, 222, 256, 462, 523; Iミシュナ」 「ケリトートj2.1 ;
｢バビロニア・タルムード」 「ケリトート」9a) として神の民イスラエルの一員
と同等の扱いを受けるためにはさらに割礼を受けることが要求されていた（ユ





でも （レビl1 : 4-8,1012;行伝10: 14)構わずに食べる異邦人達は，祭儀的




人との交わりを困難にしていたことは想像に難くない（ダニ1 : 8 12; トビl :
10-11 ; IⅡマカ3: 47; 7: 11 ; ヨベ2: 16; ヨセフとアセナテ7: 1 ;アリス






22: 16; ヨセフとアセナテ7: 1を参照)。ユダヤ人が周辺世界とは異なる特別
な食物習慣を持ち，特に，豚肉を決して食べないことは周辺世界に良く知られ，
ギリシア･ローマの著述家たちも度々言及している （キケロIフラックス弁論1






誌1 14.115; I戦記」7.43)。デイアスポラが広汎になると， この状況を統一的に
理解する概念的枠組みが必要になり，ディアスポラという用語が生まれた｡デイ
51 Dell il]貝． 911．
52 ERSandel･s, &&JEwishAss()ciationwithGentil"andGalalian52: lll｣l,.． il1 ;
7ｿ"'C""I1{ﾘ“"0"C(ﾉ"〃"ﾉffs (eds-R.T.FIJrtna/BRGHve'1ta;FSJ.LMal-tyll ;
Nashville;Abing(I(]I1,199()) 170188.
53 SLem,l17(1 , 18129431L54955(} ; 2.1793, 11()! 128-131 ; II1Whillaker.〃I“＆
CA〃芯/〃"Ai .･ (j"Iα‘iﾉ品｣"""IW(""(Cambridge:Cambridg{JUniVCTHit)' PTCs5,
1984) 6385を参照。
40
初期ユダヤ教におけるデイアスポラ
アスポラの地にあっても，ユダヤ人としての帰属意識を保ち，ユダヤとの連帯
感を維持していた。彼らはエルサレムを聖なる都として仰ぎ，神殿税を毎年集
めてエルサレムへ送り，神殿で行う祭りに巡礼として参加した。
（2） ディアスボ，ラの地にあって宗教的･民族的アイデンティティを維持する
ために，ユダヤ人達はそれぞれの地でポリテウマやカトイキアと呼ばれる共|可
体を形成し，指導者たちによって構成されるケルーシアを中心として指導され
て自治を営んでいた。ユダヤ人たちの居留区にはシナゴーグが建てられ，安息
日毎の礼拝と律法の教育がなされていた。
デイアスポラ状況の中では,周辺世界の文化や生活習慣に同化する力が働き，
一部のユダヤ人は同化してしまった。しかし，敬農なユダヤ人達のグループは，
言語面では周辺社会の共通語であるギリシア語を取り入れながらも，ユダヤ人
としての宗教的･蝿族的アイデンティティを保ち，他の神々を拝むことをせず，
父祖達の伝えた律法の戒めに従った生活を貫いた。
（3） 父祖たちの律法に従って「ユダヤ風の生活をする」ことは，割礼を受け
ることと，食物規定を守ること，安息日を守ることに集中的に表れた。アレク
サンドリアのユダヤ人達は， ギリシア・ローマ文化を摂取し，聖祥をギリシア
語に翻訳して用い,ギリシア哲学の概念でユダヤ教を再解釈する努力をしたが，
唯一神論や律法を遵守する基本線は崩すことがなかった。
（4） 周辺世界の多神教的な文化風土において,唯一神教の立場に立つユダヤ
教は極めて異なる宗教文化を形成した。他の神々の存在を否定し，神々を拝む
ことを偶像礼拝として拒否することは，周辺世界も良く知っていた，ユダヤ人
が律法の食物規定を守るために異教徒と食卓を共にしないことも知られてい
た。周辺世界の中で，ユダヤ人は特異な宗教文化を持つ民族柴団として認知さ
れていたが，周辺世界とは文化の相違に起因する摩擦が起こっていた。ヘレニ
ズム都市で起こったユダヤ系市民と異邦人達との衝突や， ローマにおいて三度
起こったユダヤ人追欣の出来事の背後にも，問辺世界とユダヤ人の間に存在し
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た文化摩擦があったと推定される。
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